
 

 

 

 

 

 

 
 

 こんにちは。きょうはウイルス性胃腸炎の話をし

ます。 
 

 ウイルス性胃腸炎の原因となるウイルスは、ノロ

ウイルス、ロタウイルス、アデノウイルス、パレコ

ウイルスが主なものですが、ロタウイルス、アデノ

ウイルス、パレコウイルスは小児に多く見られるウ

イルスで、何度も感染してきた大人は中和抗体が出

来ているため感染しても症状が出ません。大人のウ

イルス性胃腸炎のほとんどがノロウイルスによるも

のです。 

 ノロウイルスはGⅠ、GⅡのgenogroupとGⅠ

に9種類、GⅡに23種類のgenotypeに分かれ、

現在32種類のノロウイルスが確認されています。 

 ノロウイルスの中和抗体が出来ないためか、多種

類のノロウイルスが居るためか、ノロウイルスは小

児も大人も同じく感染し、胃腸炎を発症します。保

育園で流行している胃腸炎が保育士さんに感染した

場合はノロウイルスによる胃腸炎と考えられます。 

 ノロウイルスはカリシウイルス科のプラス鎖一本

鎖RNAウイルスです。 主な感染源は二枚貝です。

カキが多いです。もう一つの感染源はノロウイルス

に感染した料理人が料理をした食べ物を介して感染

します。 

 ノロウイルスは感染力が強く、微量のウイルスで

感染します。糞便、嘔吐物に多量に含まれているた

め、手についた微量の便から感染したり、嘔吐物が

乾燥して空中に舞い上がった塵を吸い込むことでも

感染します。 

 またノロウイルスに感染しても症状の出ない不顕

性感染者が居ることがあり、その人の糞便から感染

することや、ノロウイルスによる胃腸炎の症状が治

った後も糞便中に２～４週間はノロウイルスが排出

されているのでその期間内の人の糞便から感染する 

 

ことにも注意が必要です。 

 ノロウイルスは感染して二日以内に３７度台の発熱、吐き気、

嘔吐、腹痛、下痢が出現し、発症後４日以内に回復します。ノ

ロウイルス胃腸炎は他のウイルスの胃腸炎よりも軽症で済み

ます。一生のうちで何回でもかかるウイルスなので、常日頃よ

り手洗いを十分にするように心がけましょう。 

 

      ニコニコボックス 

   10/26  9,000円  累計135,000円 

銅冶会長「本日の卓話、杉井さん、楽しみにしています」 

石山幹事「新型コロナがヨーロッパでまた増加しています。

冬になって北海道も増加しています。気をつけた

いと思います」 

西巻君「本日の卓話、杉井さんご苦労様です。楽しみにし

ています」 

荒澤君、西潟君「杉井さん卓話楽しみにしております」 

田代君、野崎君、長谷川君「BOXに協力いたします」 

加藤君 「BOXにご協力ありがとうございました」 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020-21クラブテーマ  

会長挨拶 

三条南ロータリークラブ

会 長 

銅冶 康之 

 2020．10．26                       №2362  №12 

◆出席：45名中29名 

◆今年度の通算出席率：80.61% 

◆先週のメークアップ：▶10/19三条南RC事務局に

て（移動例会欠席者）▷野島廣一郎君、広岡豊樹君 

▶10/19歴代会長会議及び指名委員会（松木屋）へ▷ 

西巻克郎君、大渓秀夫君、坂井範夫君、佐々木常行君、星

野健司君、野崎正明君、田代徳太郎君、荒澤威彦君、銅冶

康之君、平松修之君、石山昌宏君 

◆幹事報告： 
▶三条市社会福祉協議会より 

【使用済み切手寄付の御礼状】（10/12、赤い羽根共同

募金と共に石山幹事が持参） 

▶新潟東RCより 

【「ドナルド・マクドナルド・ハウスにいがた」募金目

標額達成の御報告と御礼】 

2019年10月にスタートした募金活動は、2020年

10月21日現在、181,172,436円となり目標金額

（1．8億円）を達成しました。多数の皆様からご支

援、ご賛同をいただき誠にありがとうございました。 

                                                            

国際ロータリー会長  ホルガー・クナーク（ドイツ） 

第２５６０地区ガバナー 佐藤 真（村上岩船） 

第４分区ガバナー補佐   丸山 健（吉田） 

会 長           銅冶 康之 

幹 事           石山 昌宏  

ＳＡＡ                  丸山 智 

事務局 
〒955-8666 三条市旭町2-5-10 

三条信用金庫本店内 
ＴＥＬ０２５６-３５-３４７７ 

ＦＡＸ０２５６-３２-７０９５ 
E-mail info@sanjo-minami.jp 

URL https://www.sanjo-minami.jp 



 

会員卓話 

 

 杉 井 旬 会員 

 

「新潟県政について」 
 

１ 財政危機 

 昨年四月、県議会議員になった途端に「新潟県の財政が危な

い！ 大変な事態だ！」という話を聞かされました。それ以前に

はなかった話です。財政の不健全性を示す指標に実質公債費比

率というものがあります。それを都道府県別に見ると、もっとも

悪いのが北海道の20.7%、次が新潟県の16.6%、その次が大

阪府と岩手県の15.3%、5番目が兵庫県の13.8%となってい

ます。 

 将来負担比率というものもあります。借金の大きさを、その自

治体の財政規模に対する割合で表したもので、兵庫県が最悪の

338.8%、次いで北海道が 326.9%、その次が新潟県の

326.7%です。いずれにしても北海道、兵庫、新潟がワースト

３のようです。 

 新潟の財政悪化の最大の原因は、実際以上の経済成長率を見

込んで事業を行ってきたことです。毎年３％前後の成長を当て

込んできたのに実際は0.7%、1.5%、1.8%程度の成長にとど

まってきました。「イケイケ財政」のツケが回ってきたことにな

ります。 
 

２ 県央基幹病院 

 県財政悪化の影響で県央基幹病院の計画もゼロベースで見直

すことになり、私たちは大慌てで基幹病院の必要性を訴え続け

ました。450床の当初計画を400床に減らすことにはなりま

したが、施設の基本設計は変えないまま着工することになり、今

月 16 日に入札が行われました。今週中に結果が公表され、県

議会の 12 月定例会で同意を得て着工、令和５年度中の開院を

目指すことになっています。今後は運営主体などの選定が始ま

ります。 
 

３ 行財政改革 

 冒頭、申し上げましたように新潟県は財政危機のため、当分の

間は財政再建を優先し、投資的な事業は抑えられることになり

ます。ただ、その間にもできることがあります。行政改革です。

県議会にいってみて、なんでこんなことをいつまでやっている

のかと感じることが多々あります。 

 例えば収入証紙。国が発行する収入印紙とは別の、県が発行す

る証票で、県民が県に手数料などを納めようとすると、まずこの

証紙を買わなければなりません。収入証紙の印刷費や売りさば

き手数料の経費は年間6千万円以上。国がキャッシュレス化を

進めているのに、現金納付どころか現金で証紙を買う手間を県

民にかけさせて平気でいるわけです。東京や広島、大阪、京都な

どは証紙を廃止していますが、何の問題もありません。 

 韓国のソウルと中国の大連に新潟事務所を設置していますが、

その経費が年間4千万円以上。中国の上海ならともかく、みな

さん、ソウルや大連に新潟県の事務所があるからといって、相談

に行きますか？ 

 農業振興策もいまだに作り手側の理屈優先で、消費者側の需

要優先にはなっていない。プロダクトアウトからマーケットイ

ンへの発想の切り替えができていません。財政が厳しい時期だ

からこそ、こうした行政の見直しに取り組まなければいけない

と感じています。 

  

 

         11月のお祝い 
 

✨会員誕生 

  船久保孝志君 

✨配偶者誕生 

    渡辺和宏君御夫人 

   丸山智君御夫人 

✨結婚記念日 

  長谷川直哉君 

    西潟精一君 

    丸山智君 

    渡辺和宏君 
 

   ＊おめでとうございます＊ 
 

今後の例会予定 
 

11/9（月）職場例会 

(株)マルト長谷川工作所マルト・パドック 

会場変更にご注意ください 
 

11/16（月）通常例会 

 社会奉仕事業（地区補助金事業） 

 超音波洗浄器の贈呈式および講習会 

11/23（月・祝）勤労感謝の日 

11/30（月）クラブ休会 

 

 

    ロータリーの目的 

 

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎

として奉仕の理念を奨励し、これを育むこと

にある。 

具体的には、次の各項を奨励することに

ある： 
 

第１ 知り合いを広めることによって奉仕の

機会とすること； 
 

第２ 職業上の高い倫理基準を保ち、役

立つ仕事はすべて価値あるものと認識

し、社会に奉仕する機会としてロータリ

アン各自の職業を高潔なものにするこ

と； 
 

第３ ロータリアン一人一人が、個人として、

また事業および社会生活において、

日々、奉仕の理念を実践すること； 
 

第４ 奉仕の理念で結ばれた職業人が、

世界的ネットワークを通じて、国際理

解、親善、平和を推進すること。 
 


